
愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史

　
　
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校

（
後
）

森

孝
　
明

第
三
章
　
松
山
高
等
学
校
長
の
書
簡

、

一
通
目
の
書
簡

　
松
山
高
等
学
校
長
由
比
質
は
、
大
正
九
年
七
月
九
日
、
陸
軍
次
官
山
梨
半
造
宛
に
、
「
青
島
に
お
け
る
独
逸
時
代
の
図
書
類
分
与
情
願

の
件
」
書
簡
を
書
い
た
。
陸
軍
省
主
務
局
課
が
受
領
し
た
こ
の
書
簡
に
は
、
「
発
起
九
四
号
」
（
七
月
十
二
日
）
と
押
印
し
て
あ
る
（
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
＞

1
）
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
書
簡
は
、
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
の
中
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
外
部
文
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
書
簡
（
大
正
八
年
十
｝
月
二
十
七
日
）
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
書
簡
（
大
正
九
年
】
月
十
二
日
）
に
次
い
で
、

三
番
目
に
陸
軍
省
に
送
ら
れ
た
も
の
で
、
高
等
学
校
長
書
簡
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
先
の
二
通
と
同
様
に
、
校
名
入
り
の
便
箋

に
書
か
れ
て
い
る
。



二

大
正
九
年
七
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
高
等
学
校
長
　
由
比
　
質

　
陸
軍
次
官
　
山
梨
半
造
殿

　
　
青
島
二
於
ケ
ル
独
逸
時
代
ノ
図
書
類
分
与
情
願
ノ
件

青
島
ニ
ハ
元
独
逸
人
ノ
所
管
二
係
ル
図
書
之
有
リ
候
ニ
テ
内
地

ノ
然
ル
ベ
キ
学
校
ヘ
ハ
所
望
ニ
ョ
リ
夫
々
御
配
與
二
野
ル
ヲ
得

候
由
灰
聞
仕
リ
候
果
シ
テ
事
実
二
脂
手
リ
候
哉
。
就
テ
ハ
本
校

ハ
目
下
新
設
熟
懇
シ
図
書
類
整
備
ノ
急
劇
ヲ
感
ジ
居
七
並
ヘ
ド

モ
予
算
二
制
限
ア
ル
上
近
来
物
価
騰
貴
ノ
影
響
ヲ
受
ケ
テ
図
書

類
ノ
購
入
募
集
飛
競
大
二
困
難
仕
居
候
様
ノ
次
第
二
付
、
特
ニ

コ
ノ
際
御
高
配
二
預
リ
右
図
料
金
分
与
ノ
榮
ヲ
得
バ
幸
慶
ノ
至

二
存
ジ
候
。
傍
テ
右
ノ
事
情
ヲ
開
陳
シ
情
願
候
也

の真傳

　
校
名
入
り
の
便
箋
に
書
い
た
公
文
書
ら
し
く
、
校
長
は
時
候
の
挨
拶
等
は
抜
き
に
し
、
要
件
だ
け
を
明
瞭
に
書
い
て
い
る
。
そ
の
書
き

方
は
し
か
し
、
両
帝
国
大
学
総
長
の
書
簡
の
よ
う
に
、
青
島
守
備
軍
が
保
管
し
て
い
る
歯
獲
図
書
の
中
身
を
承
知
し
て
い
る
物
言
い
で
は

な
い
。
校
長
は
ま
ず
、
歯
黒
図
書
が
あ
る
こ
と
及
び
内
地
の
し
か
る
べ
き
学
校
へ
「
所
望
ニ
ョ
リ
夫
々
ゴ
配
與
二
預
ル
」
こ
と
が
あ
る
と

「
灰
聞
」
し
た
が
、
こ
れ
は
事
実
か
ど
う
か
と
尋
ね
る
。
「
怪
聞
」
と
は
、
「
ほ
の
か
に
聞
く
、
ち
ら
っ
と
聞
く
、
う
わ
さ
に
聞
く
」
（
国
語

大
辞
典
・
小
学
館
）
の
意
で
あ
る
。
誰
か
ら
聞
い
た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
「
灰
聞
」
し
た
く
ら
い
で
、
校
長
が
陸
軍
次
官
に
内



容
確
認
の
手
紙
を
書
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
校
長
は
情
報
源
を
明
か
さ
な
い
形
で
事
実
の
確
認
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
用

件
は
、
薗
獲
書
籍
の
「
分
与
」
で
あ
る
。
な
ぜ
ド
イ
ツ
図
書
が
欲
し
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
松
山
高
等
学
校
が
新
設
し
た
ば
か
り
で
、

図
書
の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
、
し
か
る
に
予
算
が
少
な
い
上
に
物
価
が
上
が
っ
て
図
書
の
購
入
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
高
等
学
校

は
出
来
た
が
本
が
な
く
て
大
変
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
特
ニ
コ
ノ
際
ゴ
高
配
二
預
リ
」
た
い
と
い
う
図
書
分
与
へ
の
切
望

が
、
「
情
願
」
の
文
字
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
校
長
の
用
件
も
気
持
ち
も
こ
れ
で
相
手
に
充
分
伝
わ
る
文
面
だ
と
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

二
、
こ
通
目
の
書
簡

　
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
松
山
高
等
学
校
長
は
、
右
の
書
簡
と
同
じ
日
付
で
、
同
じ
内
容
と
思
わ
れ
る
手
紙
を
同
じ
陸
軍
次
官
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

梨
半
造
に
宛
て
送
っ
て
い
る
。
二
通
目
の
書
簡
（
写
真
2
）
は
、
封
筒
に
「
親
展
」
と
書
か
れ
た
巻
紙
の
手
紙
で
あ
る
。
校
長
は
な
ぜ
二

通
も
の
書
簡
を
陸
軍
次
官
へ
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
書
き
足
り
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
大
学
と
違
っ
て
高
等

学
校
で
あ
る
故
、
し
か
も
設
立
一
年
の
新
し
い
高
等
学
校
で
あ
る
故
に
、
陸
軍
省
に
対
し
て
丁
寧
さ
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
外

部
か
ら
陸
軍
省
へ
の
書
簡
は
皆
陸
軍
大
臣
宛
に
出
し
て
い
る
の
に
、
由
比
校
長
は
二
通
と
も
陸
軍
次
官
山
梨
半
造
宛
に
出
し
て
い
る
。
そ

れ
に
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
高
等
学
校
で
は
唯
「
松
山
高
等
学
校
長
だ
け
が
要
望
書
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
由
比
校
長
は
押
し

の
強
い
大
胆
な
人
物
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　
二
通
目
の
文
面
の
中
に
、
「
試
み
に
情
願
書
提
出
致
し
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
由
比
校
長
は
、
先
の
書
簡
を
書
い
た
後

に
、
こ
の
「
親
展
」
書
簡
を
書
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

三



追
啓
　
御
指
示
次
第
小
生
又
は
校
内
事
務
者
を
出
鼻

せ
し
め
又
は
青
島
に
派
遣
す
る
こ
と
も
出
来
出
帆
候

間
御
含
み
叢
叢
候

拝
啓
　
時
下
益
々
御
清
祥
奉
賀
に
候
。
嘗
て
拝
光
を
得
業
。
以

来
絶
え
て
御
無
沙
汰
に
相
成
り
謝
し
奉
り
候
。
然
れ
ば
唐
突
な

が
ら
独
逸
占
領
時
代
の
青
島
の
図
書
を
大
学
其
他
の
学
校
へ
御

謙
譲
に
相
成
還
御
内
議
之
有
り
候
様
聞
及
び
し
処
果
し
て
事
実

に
紬
織
α
実
は
当
校
の
如
き
は
昨
年
創
立
さ
れ
参
考
図
書
整
備

に
は
非
常
に
苦
心
致
し
居
り
候
場
合
に
之
有
り
候
問
若
し
何
ら

か
の
方
法
に
て
右
様
の
事
可
相
願
い
れ
候
は
ば
誠
に
本
校
の
た

め
に
幸
慶
に
存
じ
候
次
第
に
候
。
就
い
て
は
試
み
に
情
願
書
提

出
致
し
慰
問
御
多
用
中
甚
だ
恐
縮
な
が
ら
何
分
の
御
詮
議
下
さ

れ
度
奉
個
獣
姦

　
尚
、
図
書
の
種
類
は
和
漢
洋
其
専
門
科
別
等
何
れ
に
て
も
宜

し
く
又
欲
張
り
候
申
し
分
に
は
候
へ
ど
も
一
部
に
て
も
多
数
を

希
望
致
し
候
次
第
に
候
悪
し
か
ら
ず
御
了
承
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
具

四

　
　
コ
じ

　
灘
霧
羅
莚

一
三
慧
職
鍵

一
翼
レ
毒
・
毒
凶

、
・
牽
毎
慶
㌢
㌢
鶴

憐
轟
重
餅
・
　

∵
婁
秦
・

．
瑠
黎
発
サ
事
・

「
歯
琢
”
濠
鼠
・

韓
鍵
野

薄
鉄
扇
盛

み
撃
鰺
、
峰
一
、
恥
，

鷹
一
毛
警

D一

　

真傳



七
月
九
日

山
梨
中
将
閣
下

松
山
高
等
学
校
長

　
　
　
由
比
　
質

重
て
御
差
支
え
無
き
候
限
り
特
に

御
尽
力
被
下
候
様
奉
願
上
げ
候

　
最
初
の
手
紙
に
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
二
通
目
の
書
簡
が
最
初
の
手
紙
と

異
な
っ
て
い
る
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
冒
頭
の
「
拝
啓
　
時
下
益
々
御
清
祥
奉
賀
に

候
」
の
挨
拶
で
始
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
用
件
の
み
の
公
文
書
的
書
簡
と
は
違
い
、
「
親

展
」
の
文
字
が
持
つ
個
人
的
な
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
と
明
確
に
し
て
い
る

の
が
、
こ
れ
に
続
く
文
章
、
即
ち
「
嘗
て
銀
光
を
得
候
。
以
来
絶
え
て
御
無
沙
汰
に
相
成
り
謝
し

奉
り
候
」
で
あ
る
。
由
比
校
長
は
山
梨
陸
軍
次
官
と
以
前
会
っ
た
と
い
う
。
二
人
は
面
識
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
、
文
面
は
ど
こ
か
親
し
そ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

図
書
の
種
類
は
何
で
も
良
い
し
、
欲
張
り
を
言
う
よ
う
で
す
が
一
部
で
も
多
数
を
希
望
し
ま
す
と

書
き
、
追
伸
で
、
重
ね
て
差
し
支
え
な
い
限
り
御
尽
力
下
さ
い
、
と
も
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
人
は
一
体
ど
の
よ
う
な
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。
公
文
書
的
な
先
の
書
簡
で
は
伝
え
に
く
い
個
人

的
関
係
を
「
親
展
」
の
形
で
伝
え
る
こ
と
に
、
こ
の
手
紙
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

阜
解
勲
漁
奮
．
雰
＝

，
、
稼
鼻
L
縁
し
・

禽
孝
璃
髪
堆

珍
摩
循
少
季

裁
発
橘
夢
牽

ス
哲
像
搾
偏
冷

唄
母
、

奮
岡
畜
獲
・

泌
惇
斤
茎
葉

鴛
蓬
頭
曳
垣

粥
委
馨
－
審

　
－
∵
了
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牟
そ

毒
翼
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姦
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．

　
ナ
聴
器

を
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多
七
重
産

量
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羅
か

五
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六

　
用
件
に
関
し
て
は
、
校
長
は
こ
こ
で
も
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
し
て
い
る
。
即
ち
、
青
島
の
図
書
を
大
学
其
の
他
の
学
校

へ
分
配
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
「
内
議
」
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
事
実
で
し
ょ
う
か
と
。
し
か
し
先
の
書
簡
と
は
違
っ
て
「
響
町
」

し
た
な
ど
と
曖
昧
な
言
い
方
は
し
て
い
な
い
。
「
内
議
」
と
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
陸
軍
内
部
の
評
議
事
項
に
対
し
て
言
う
言
葉
で
あ
ろ

う
。
由
比
校
長
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
陸
軍
内
部
の
事
情
を
誰
か
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
一
体
誰
か
ら
情
報

を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
校
長
は
こ
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
軍
省
に
通
じ
て
い
る
者
が
身
近
に
居
る
こ
と
を
、
次
官
に
伝
え

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ド
イ
ツ
図
書
分
配
嘆
願
の
理
由
は
、
先
の
書
簡
よ
り
も
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
当
校
の
如
き
は
昨
年
創
立
さ
れ
参
考
図
書
整
備

に
苦
心
」
し
て
い
る
と
書
く
に
と
ど
め
て
い
る
。
二
通
目
の
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
こ
の
理
由
の
補
足
説
明
を
す
る
た
め
で
は
な
い
。
先

に
書
い
た
「
情
願
書
」
に
対
し
て
、
た
だ
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
陸
軍
省
の
「
詮
議
」
を
求
め
る
「
梱
願
」
に
あ
っ
た
。
「
親
展
」
の
形

で
実
は
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
つ
ま
り
、
表
か
ら
の
公
的
書
簡
を
出
す
だ
け
で
足
り
な
か
っ
た
の
は
、
い
わ
ば
裏
か
ら
、
つ
ま
り
個
人
的

に
親
し
い
関
係
を
思
い
出
さ
せ
て
、
相
手
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
、
願
い
を
叶
え
て
欲
し
い
思
い
を
伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

陸
軍
次
官
山
梨
半
造
に
宛
て
表
と
裏
の
両
側
か
ら
二
通
も
の
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
由
比
校
長
が
陸
軍
次
官
を
直
接
知
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
手
紙
の
冒
頭
に
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
、
懐
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
校
長
は
図
書
分
配
に
必
死
で
あ
る
。
何
と
し

て
も
一
冊
で
も
多
く
欲
し
い
の
で
あ
る
。
追
伸
を
書
き
、
更
に
冒
頭
の
余
白
に
ま
で
「
追
啓
」
を
書
き
加
え
、
く
ど
い
位
に
、
自
ら
陸
軍

省
へ
行
っ
て
も
い
い
し
、
青
島
へ
学
校
の
事
務
者
を
派
遣
し
て
も
い
い
と
ま
で
書
い
て
い
る
。
松
山
高
等
学
校
に
余
程
の
事
情
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
手
紙
の
日
付
「
大
正
九
年
七
月
九
日
」
も
、
考
え
れ
ば
微
妙
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
青
島
守
備
軍
司
令
部
が
「
三
富
書
籍
寄
贈
分
配

表
」
を
作
成
し
て
陸
軍
省
へ
送
っ
た
の
は
、
大
正
九
年
二
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
が
、
陸
軍
省
は
そ
れ
か
ら
寄
贈
先
の
検
討
に
入
り
、
ま



だ
結
論
を
出
し
て
い
な
い
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
は
「
分
配
表
」
の
寄
贈
先
の
中
に
、
す
で
に
松
山
高
等
学
校
は
第
八
高
等
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

校
の
次
に
書
か
れ
、
全
十
二
高
等
学
校
中
、
山
口
高
校
に
次
い
で
二
番
目
に
多
い
五
二
三
冊
の
配
分
に
な
っ
て
い
た
。
冊
数
か
ら
す
れ
ば
、

「
分
配
表
」
に
お
い
て
松
山
高
等
学
校
は
す
で
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
、
そ
の
寄
贈
先
が

陸
軍
省
の
手
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
寄
贈
先
か
ら
は
ず
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
由
比
校
長
が
「
分
配
表
」
に
松

山
高
等
学
校
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
、
そ
し
て
、
陸
軍
省
が
寄
贈
先
の
変
更
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
知
っ
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
。
陸
軍
省
が
「
分
配
表
」
の
修
正
案
を
作
り
終
え
た
の
は
、
大
正
九
年
七
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
修
正
案
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
、
水
戸
高
等
学
校
が
寄
贈
先
に
追
加
さ
れ
て
い
た
。
七
月
中
に
結
論
が
出
そ
う
な
こ
と
、
高
等
学
校
を
ど
う
す
る
か
が
話
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
校
長
が
知
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。
七
月
九
日
の
日
に
、
陸
軍
大
臣
宛
に
で
は
な
く
、
嘗
て
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
陸

軍
次
官
に
宛
て
、
公
文
書
的
な
情
願
書
を
書
き
、
す
ぐ
さ
ま
同
じ
次
官
に
「
親
展
」
書
簡
を
書
き
直
し
、
歯
獲
図
書
の
寄
贈
先
に
選
ば
れ

る
た
め
に
は
、
松
山
か
ら
陸
軍
省
へ
も
出
か
け
る
と
、
由
比
校
長
は
書
い
た
の
で
あ
る
。
時
間
が
迫
っ
て
切
羽
詰
ま
っ
た
よ
う
な
校
長
の

態
度
は
尋
常
で
は
な
い
。
陸
軍
省
の
状
況
を
知
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
の
校
長
の
行
動
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
の
返
書

　
し
か
し
、
幸
い
に
も
と
言
う
べ
き
か
、
陸
軍
省
の
修
正
案
は
決
定
と
は
な
ら
ず
、
そ
れ
か
ら
一
年
半
後
の
大
正
十
一
年
二
月
二
十
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
、
大
き
く
変
更
さ
れ
た
最
終
案
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
由
比
校
長
が
二
通
も
の
書
簡
を
書
い
た
こ
と
は
効
果
が
あ
っ

た
の
か
、
と
問
う
な
ら
、
松
山
高
等
学
校
は
最
初
か
ら
「
寄
贈
先
」
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
最
終
案
に
お
い
て
も
変
更
は
な
か
っ
た
と
い

う
点
で
は
、
情
願
書
も
親
展
書
簡
も
書
か
な
く
て
良
か
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
陸
軍
省
か
ら
歯
獲
書
籍
分
配
に
関
す
る

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

七



八

松
山
高
等
学
校
へ
の
確
か
な
分
配
「
予
定
」
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、
校
長
の
行
動
は
大
い
に
意
味
が
あ
っ
た
と

言
え
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
陸
軍
次
官
か
ら
「
拝
復
」
の
返
書
が
校
長
に
送
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
陸
軍
大
臣
宛
に
外
部
か
ら
書
簡
が
来
た
場
合
、
そ
の
返
事
は
、
副
官
が
「
回
答
」
と
し
て
公
文
書
を
書
く
の
が
通
常
の
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
東
亜
同
文
会
会
長
子
爵
牧
野
伸
顕
が
陸
軍
大
臣
宛
に
歯
獲
書
籍
分
与
要
望
書
を
出
し
た
と
き
（
大
正
十
一
年
四
月
五
日
）
、
陸

軍
省
は
、
「
副
官
よ
り
東
亜
同
文
会
会
長
へ
回
答
」
を
書
い
て
出
し
て
い
る
。
そ
の
文
案
は
主
務
局
課
が
作
成
し
、
大
臣
官
房
へ
提
出
さ

れ
る
手
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
見
る
と
、
次
官
自
ら
由
比
校
長
宛
に
、
し
か
も
親
展
書
簡
に
対
応
し
た
「
巻
紙
」
の
形
で
、
返

事
を
書
い
て
い
る
の
は
、
異
例
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

歯
獲
書
籍
分
配
二
関
ス
ル
件

　
次
官
　
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
由
比
松
山
高
等
学
校
長
へ

「
巻
紙
」

拝
復
　
盛
夏
ノ
候
益
々
御
清
祥
ノ
段
奉
賀
ノ
至
二
候

然
バ
青
島
二
於
ケ
ル
棄
民
書
籍
分
配
ノ
件
二
関
シ
御

申
越
ノ
事
承
リ
候
。
右
ハ
御
来
旨
ノ
通
り
日
々
二
諸

官
庁
、
大
学
其
他
ノ
学
校
等
二
分
夕
方
審
議
中
二
付

塁
間
或
ル
程
度
マ
デ
ハ
御
希
望
二
期
ジ
得
ル
事
ト
存

ジ
三
景
承
知
下
サ
レ
度
御
三
三
及
御
参
考
也

　
　
娯
酬
鷲
三
三
、
一
、
擁
、

　
　
　
三
一
害
雲
量
へ
翼
・

盆
詩
竃
家
毒
議
鉾
係
血
男
茎
善
、
、

を
者
惨
書
碕
霧
ぞ
霧
ウ
れ
・
曾
み
頃
。
ー

ア
勉
あ
う
孟
布
ゑ
軍
ぬ
一
湾
唆
飽
、

㌍
六
考
・
《
灸
・
霧
券
る
勉
万
曽
漁
陸
1
－

資
筋
劃
一
雛
慧

㎝
．
鰐
州
遭
審
好
爺

一
　
　
ゆ
鐸
鯵
ぞ

・
鰹
駅
縫
恥
．
馨
拳
雇

争
訟
魅
麓
璽
禁
蔓
．
飛

幻
菱
誉

血
ぜ
亀
、

南
至
窪

㌧

の真傳



官
膠

一
、

二
、

　
松
山
高
等
学
校
ヘ
ノ
分
配
案
（
予
定
）

官
有
洋
書
　
　
　
　
　
　
　
七
一
冊

膠
州
図
書
館
蔵
書
（
洋
書
）
　
　
四
五
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
五
二
三
冊

　
内
訳
ノ
部

経
済
　
　
　
三
、
　
　
歴
史
　
　
　
一
四
、

戯
曲
　
　
　
五
、
　
　
小
説
　
　
　
一
五
、

地
理
　
一
二
八
、
　
　
文
学
評
論
　
六
七
、

物
語
　
　
七
九
、
　
　
文
学
雑
　
　
六
三

言
語
学
　
一
四
、

稗
史
　
　
　
五
、

詩
文
　
　
二
三
、

文
学
全
集
　
　
八
、

雑
書
　
　
　
　
七
、

小
説
　
　
　
九
二
、

　
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
次
官
の
右
の
返
書
（
写
真
3
）
は
、
も
ち
ろ
ん
直
筆
の
下

書
き
で
は
な
く
、
別
の
職
員
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ペ
ン
に
よ
る
走
り
書
き
の
よ
う
な
文
書
で
あ
る
が
、
便
箋
の
端
に
「
課
長
」

と
「
課
員
」
の
印
鑑
が
押
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
主
務
局
課
で
こ
の
文
案
が
作
成
さ
れ
、
正
式
に
承
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

山
梨
半
造
次
官
は
こ
れ
を
清
書
し
て
由
比
校
長
へ
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
返
書
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
い
つ
出

さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
文
頭
に
「
盛
夏
の
候
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
七
月
中
に
出
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
か
ろ
う
。
公
的
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
返
書
が
校
長
へ
送
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
更
に
、
文
書
の
後
に
添
付
さ
れ
た
「
松
山
高
等
学
校
へ
の
分
配
案
（
予
定
）
」
は
、
「
内
訳
の
部
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
分
野
と
冊
数

に
い
た
る
ま
で
、
青
島
守
備
軍
司
令
部
が
作
っ
た
「
歯
獲
書
籍
寄
贈
分
配
表
」
と
全
く
同
じ
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
詳
し
く
記
し
て
あ

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

九



○

る
陸
軍
次
官
の
返
書
は
、
由
比
校
長
の
気
持
ち
に
大
変
丁
寧
に
答
え
て
い
る
と
考
え
て
も
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
返
書
の
下
書
き
の

存
在
を
見
る
限
り
、
由
比
質
校
長
と
山
梨
陸
軍
次
官
の
間
に
は
、
単
な
る
面
識
以
上
の
関
係
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て

は
、
こ
の
二
人
の
問
に
ど
の
よ
う
な
接
点
が
あ
る
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

第
四
章
　
由
比
兄
弟
と
山
梨
半
造

、

松
山
高
等
学
校
初
代
校
長
由
比
質

　
松
山
高
等
学
校
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
に
譲
る
と
し
て
、
そ
の
校
長
と
な
っ
た
由
比
質
（
ゆ
ひ
　
た
だ
す
）
（
一
八
七
〇
1
一

九
三
〇
）
の
生
い
立
ち
を
見
て
お
き
た
い
。
彼
は
、
明
治
三
年
十
月
十
九
日
、
土
佐
藩
士
由
比
笹
葺
の
次
男
と
し
て
土
佐
郡
神
田
村
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

高
知
市
神
田
）
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
潤
二
郎
と
呼
び
、
後
に
質
と
改
め
た
。
幼
少
の
折
に
母
親
が
亡
く
な
り
、
祖
母
の
遊
佐
が
、
零
落

し
た
由
比
家
の
復
活
の
望
み
を
孫
た
ち
に
か
け
て
、
教
化
に
専
念
し
た
と
い
う
。
さ
て
彼
は
、
神
田
小
学
校
を
経
て
高
知
県
中
学
校
を
明

治
二
十
三
年
に
卒
業
後
、
京
都
第
三
高
等
中
学
校
（
旧
制
三
高
）
に
進
ん
だ
。
明
治
二
十
六
年
七
月
に
卒
業
、
九
月
東
京
帝
国
大
学
文
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

史
学
科
に
入
学
し
、
明
治
二
十
九
年
七
月
に
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
。
専
門
は
西
洋
史
学
だ
っ
た
。
卒
業
と
同
時
に
、
山
口
高
等
学
校

に
勤
務
し
た
が
、
こ
こ
が
廃
校
と
な
り
、
明
治
三
十
二
年
千
葉
県
千
葉
中
学
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。
明
治
四
十
年
第
五
高
等
学
校
（
熊
本
）

教
授
兼
生
徒
監
と
な
り
、
又
教
頭
職
に
就
い
た
が
、
大
正
二
年
母
校
の
第
三
高
等
学
校
に
転
任
し
、
教
授
兼
教
務
主
任
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
経
歴
を
経
て
、
大
正
八
年
四
月
、
新
し
く
出
来
る
松
山
高
等
学
校
に
初
代
校
長
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
四
十
九
歳
の
と
き

で
あ
っ
た
。



　
さ
て
、
由
比
質
の
こ
の
よ
う
な
教
育
畑
一
直
線
の
経
歴
を
見
る
限
り
は
、
陸
軍
次
官
山
梨
半
造
ど
結
び
つ
く
よ
う
な
気
配
は
ど
こ
に
も

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
由
比
質
に
は
、
十
歳
年
上
の
兄
由
比
光
衛
が
い
た
。
こ
の
兄
が
陸
軍
軍
人
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
話
は
違
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
次
に
は
、
陸
軍
軍
人
の
道
を
歩
む
兄
由
比
光
衛
の
経
歴
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
青
島
守
備
軍
司
令
官
由
比
光
衛

　
由
比
光
衛
（
ゆ
ひ
　
み
つ
え
）
（
一
八
六
〇
1
一
九
二
五
）
は
、
万
延
元
年
十
月
十
五
日
に
、
土
佐
郡
神
田
村
（
現
高
知
市
神
田
）
に
、

土
佐
藩
士
由
比
光
策
鑑
賞
と
し
て
生
ま
麺
學
弟
質
は
次
男
で
あ
る
・
身
体
は
小
さ
か
っ
た
が
・
光
衛
は
読
書
に
飽
く
と
竹
刀
を
持
ち

出
し
て
庭
木
や
柱
を
打
ち
ま
く
っ
た
と
い
う
。
質
実
剛
健
、
志
操
堅
固
に
育
っ
た
彼
は
、
明
治
十
年
幼
年
学
校
に
入
っ
た
。
そ
し
て
陸
軍

士
官
学
校
へ
進
み
、
明
治
十
五
年
二
五
期
生
と
し
て
卒
業
と
と
も
に
陸
軍
歩
兵
少
尉
に
任
官
し
た
。
や
が
て
中
尉
に
な
っ
た
後
、
明
治
二

十
一
年
に
陸
軍
大
学
校
へ
七
期
生
と
し
て
入
り
、
三
年
後
の
明
治
二
十
四
年
主
席
の
成
績
で
卒
業
、
直
ち
に
参
謀
の
業
務
に
就
い
た
。

　
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
、
八
年
）
の
と
き
は
第
二
軍
の
参
謀
と
し
て
参
加
、
戦
後
は
イ
ギ
リ
ス
に
駐
在
し
、
加
藤
全
権
大
使
と
共
に

活
動
し
た
。
帰
国
後
北
清
事
変
に
お
い
て
は
広
島
第
五
師
団
参
謀
を
務
め
、
明
治
三
十
三
年
に
陸
軍
少
佐
と
な
っ
た
。
つ
い
で
日
露
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
＞

（
明
治
三
十
七
、
八
年
）
に
は
第
二
軍
司
令
部
参
謀
副
長
と
し
て
参
加
し
、
師
団
編
成
に
お
い
て
は
第
八
師
団
参
謀
長
と
し
て
働
き
、
戦

後
大
佐
に
進
ん
だ
。
そ
の
後
は
弘
前
第
八
師
団
参
謀
長
、
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
長
を
経
て
、
明
治
四
十
二
年
陸
軍
少
将
と
な
っ
て
水
戸
第

二
十
七
旅
団
長
に
、
大
正
三
年
に
は
陸
軍
中
将
と
な
り
、
陸
軍
大
学
校
長
に
就
任
し
た
。
大
正
三
年
丁
度
青
島
の
日
独
戦
争
の
と
き
、
彼

は
軍
務
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
大
正
六
年
に
は
近
衛
師
団
長
、
翌
年
の
シ
ベ
リ
ア
事
変
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
参
謀
長

の
職
に
就
い
た
。
そ
し
て
帰
国
後
の
大
正
八
年
五
月
、
由
比
光
衛
は
軍
人
と
し
て
の
最
後
の
要
職
、
第
五
代
青
島
守
備
軍
司
令
官
（
大
正

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）



八
年
五
月
か
ら
大
正
十
一
年
十
二
月
ま
で
）
に
就
き
、
こ
の
年
十
一
月
二
十
四
日
に
陸
軍
大
将
を
極
め
た
の
で
あ
る
。

　
青
島
守
備
軍
は
、
大
正
三
年
十
一
月
か
ら
撤
退
す
る
大
正
十
一
年
十
二
月
ま
で
存
続
し
、
最
高
責
任
者
は
青
島
守
備
軍
司
令
官
で
あ
る
。

初
代
司
令
官
は
、
日
独
戦
争
の
最
高
指
揮
官
で
あ
っ
た
神
尾
光
臣
中
将
が
そ
の
ま
ま
就
い
た
。
第
二
代
司
令
官
に
は
大
谷
喜
久
蔵
陸
軍
中

将
（
在
任
中
に
大
将
に
親
任
）
、
第
三
代
司
令
官
に
は
本
郷
房
太
郎
陸
軍
中
将
（
在
任
中
に
大
将
に
親
任
）
、
第
四
代
司
令
官
に
は
大
島
健

一
陸
軍
中
将
が
就
き
、
最
後
の
第
五
代
青
島
守
備
軍
司
令
官
に
、
由
比
光
衛
陸
軍
中
将
、
即
ち
松
山
高
等
学
校
初
代
校
長
由
比
質
の
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
3
）

上
の
実
兄
が
就
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
大
正
八
年
五
月
二
十
八
日
司
令
官
に
就
任
し
た
。
弟
の
由
比
質
が
松
山
高
等
学
校
長
に
任
命
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
一
ヶ
月
前
の
四
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
ほ
と
ん
ど
同
時
と
言
っ
て
い
い
新
し
い
職
務
が
、
元
々
仲
の
良
か
っ

た
兄
弟
を
更
に
近
づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
青
島
守
備
軍
の
最
高
司
令
官
と
な
っ
た
由
比
光
衛
は
、
守
備
軍
の
す
べ
て
の
状
況
を
把
握
し
た
で
あ
ろ
う
。
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯

獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
歯
面
書
籍
」
に
関
す
る
全
体
は
、
ま
さ
に
由
比
司
令
官
が
着
任
し
た
年
に
始
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
大
正
九
年
二
月
二
十
七
日
付
で
陸
軍
省
へ
送
ら
れ
た
青
島
守
備
軍
司
令
部
作
成
の
「
歯
獲
書
籍
寄
贈
分
配
表
」
は
、
司
令
官
監

督
の
も
と
に
準
備
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
職
務
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
陸
軍
省
次
官
と
は
頻
繁
に
連
絡
の
や
り
取
り
が
あ
る
。
二

人
の
問
の
関
係
を
知
る
た
め
に
、
軍
人
山
梨
半
造
の
経
歴
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

三
、
陸
軍
次
官
山
梨
半
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
山
梨
半
造
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
相
模
国
（
現
神
奈
川
県
）
に
生
ま
れ
た
。

十
九
年
に
陸
軍
士
官
学
校
を
直
垂
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
直
ち
に
歩
兵
少
尉
に
任
官
し
た
。

由
比
光
衛
の
四
歳
下
で
あ
る
。
山
梨
は
明
治

陸
士
卒
業
は
由
比
よ
り
三
年
後
輩
だ
が
、
卒



業
報
直
ち
に
歩
兵
少
尉
任
官
と
い
う
全
く
同
じ
軍
歴
を
二
人
は
歩
み
始
め
て
い
る
。
山
梨
は
陸
軍
大
学
校
を
明
治
二
十
五
年
第
八
期
生
と

し
て
卒
業
し
た
。
こ
こ
で
は
由
比
の
一
年
後
輩
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
人
は
二
年
間
は
一
緒
に
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。
由
比
の
七
期
生

は
卒
業
者
九
名
、
山
梨
の
八
期
生
は
十
七
名
だ
っ
た
か
ら
、
二
人
が
親
し
く
付
き
合
う
時
間
は
充
分
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
年
先
輩
の
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

比
が
主
席
卒
業
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。

　
そ
の
後
、
日
清
戦
争
に
山
梨
は
第
二
軍
副
官
と
し
て
参
加
し
、
由
比
は
同
じ
第
二
軍
の
参
謀
だ
っ
た
。
戦
後
、
山
梨
は
ド
イ
ツ
駐
在
、

帰
国
後
は
陸
軍
大
学
校
教
官
に
な
っ
た
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
は
山
梨
は
第
二
軍
参
謀
と
し
て
参
加
し
、
こ
の
と
き
は
第
二
軍
参
謀
副
長

の
由
比
の
下
に
い
た
。
し
か
し
師
団
編
成
で
は
、
由
比
が
第
八
師
団
参
謀
長
、
山
梨
は
第
三
師
団
参
謀
長
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
第
二

軍
に
は
、
軍
医
部
長
に
森
鴎
外
（
林
太
郎
）
軍
医
監
、
第
二
軍
所
属
の
騎
兵
第
一
旅
団
長
秋
山
好
古
少
将
が
い
た
。
秋
山
は
陸
軍
士
官
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

校
旧
三
期
生
で
、
由
比
光
衛
の
二
年
先
輩
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
三
軍
司
令
官
は
乃
木
希
典
大
将
で
あ
っ
た
。

　
日
露
戦
争
後
、
山
梨
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
館
付
武
官
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
大
使
館
付
武
官
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
後
に

彼
を
青
島
の
日
独
戦
争
へ
導
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
山
梨
は
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
後
、
歩
兵
第
五
十
一
連
隊
長
、
歩
兵
第

三
十
旅
団
長
、
参
謀
本
部
総
務
部
長
を
経
て
、
大
正
三
年
八
月
独
立
第
十
八
師
団
参
謀
長
と
し
て
、
青
島
の
ド
イ
ツ
軍
攻
略
に
向
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
十
一
月
七
日
ド
イ
ツ
軍
陥
落
の
日
に
は
直
ち
に
、
参
謀
長
山
梨
少
将
は
全
権
委
員
と
し
て
ド
イ
ツ
の
全
権
委
員
ザ
ッ
ク
セ

ル
大
佐
と
会
見
し
・
青
島
開
城
規
約
書
の
調
印
を
果
た
勘
・
そ
の
後
山
梨
は
大
正
五
年
に
中
将
に
進
み
・
教
育
総
監
部
本
部
長
に
就
い

た
後
、
大
正
七
年
田
中
義
一
陸
相
の
下
で
陸
軍
次
官
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
由
比
光
衛
と
山
梨
半
造
の
軍
歴
を
比
べ
て
み
る
と
、
二
人
の
関
係
は
か
な
り
近
か
っ
た
と
も
見
え
る
。
由
比
光
衛
は
青
島
守

備
軍
司
令
官
に
就
い
た
大
正
八
年
に
陸
軍
大
将
に
進
み
、
山
梨
半
造
は
大
正
七
年
に
陸
軍
中
将
と
し
て
陸
軍
次
官
に
な
っ
て
い
た
が
、
由

比
の
二
年
後
の
大
正
十
年
に
陸
軍
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
年
に
陸
軍
大
将
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
人
は
そ
ろ
っ
て
勲
一
等
旭
日
大
褒
章

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

三



一
四

を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
十
月
十
］
日
、
弟
の
由
比
校
長
は
寄
贈
図
書
の
礼
状
を
今
度
は
陸
軍
大
臣
山
梨
半
造
に
書
い
て

い
る
α
つ
ま
り
は
、
由
比
校
長
に
と
っ
て
は
面
識
の
あ
っ
た
山
梨
半
造
へ
の
書
簡
が
大
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
新
設
高
校

の
校
長
と
し
て
洋
書
の
少
な
さ
に
苦
労
し
て
い
る
弟
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
兄
が
、
司
令
官
と
し
て
歯
獲
図
書
の
分
配
計
画
に

深
く
関
与
す
る
中
で
、
弟
に
何
ら
か
の
指
示
を
与
え
た
可
能
性
は
、
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
由
比
校
長
が
書
い
た
陸
軍
次
官

山
梨
半
造
へ
の
二
通
の
手
紙
に
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
重
ね
て
見
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
疑
問
は
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
由
比
質
が
山
梨
半

造
と
面
識
を
得
た
の
が
い
つ
の
こ
と
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
二
人
を
引
き
合
わ
せ
た
の
が
軍
人
の
兄
由
比
光
衛
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
大
正
八
年
春
由
比
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
職
務
に
就
い
た
と
き
、
二
人
と
も
青
島
と
関
わ
り
、
そ
こ
に
あ
る
歯
獲
書
籍
と
し
て
の
ド

イ
ツ
図
書
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
山
梨
半
造
は
そ
の
と
き
陸
軍
次
官
に
就
い
て
お
り
、
青
島
か
ら
は
離
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
見
た

よ
う
に
彼
も
ま
た
青
島
と
は
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
由
比
兄
弟
と
山
梨
半
造
の
三
人
は
青
島
の
歯
獲
書
籍
に
お
い
て
再
び
結
び
つ

い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
「
本
校
は
目
下
新
設
に
際
し
図
書
類
整
備
の
急
雷
を
感
じ
居
り
候
え
ど
も
、
予
算
に
制
限
あ
る
上
近
来
物
価

騰
貴
の
影
響
を
受
け
て
、
図
書
類
の
購
入
募
集
に
は
大
い
に
困
難
し
お
り
候
」
と
訴
え
る
由
比
校
長
の
言
葉
に
は
、
何
か
切
羽
詰
ま
っ
た

も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
松
山
高
等
学
校
は
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。



第
五
章
松
山
高
等
学
校

、

松
山
高
等
学
校
の
誕
生

　
松
山
高
等
学
校
の
創
立
は
、
大
正
七
年
三
月
第
四
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
新
潟
、
松
本
、
山
口
、
松
山
の
四
高
等
学
校
新
設
が
承
認

　
　
　
　
　
　
　
（
！
8
）

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
以
前
の
高
等
学
校
の
歴
史
に
触
れ
て
お
け
ば
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
公
布
さ
れ
た
「
高
等
学

校
令
」
に
よ
っ
て
、
第
＝
局
等
学
校
（
東
京
）
を
筆
頭
に
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
が
次
々
に
誕
生
し
た
が
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

に
第
八
高
等
学
校
（
名
古
屋
）
の
創
立
で
動
き
が
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
高
等
学
校
増
設
の
運
動
が
再
び
各
地
に
高
ま
っ
た
の
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
（
大
正
三
年
の
日
独
戦
争
）
後
の
好
景
気
を
迎
え
た
頃
で
あ
っ
た
。
大
正
六
年
十
二
月
に
は
愛
媛
県
の
高
校
新
設
が
す
で
に

内
定
し
て
い
た
。
か
く
し
て
大
正
八
年
三
月
に
文
部
省
令
「
高
等
学
校
規
定
」
が
公
布
さ
れ
、
四
月
十
五
日
に
第
三
高
等
学
校
（
京
都
）

教
授
由
比
質
が
松
山
高
等
学
校
初
代
校
長
に
発
令
さ
れ
、
十
六
日
に
は
「
本
年
九
月
よ
り
授
業
を
開
始
す
る
」
こ
と
が
文
部
省
令
に
よ
っ

て
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
由
比
は
さ
っ
そ
く
、
翌
十
六
日
に
開
校
準
備
作
業
を
開
始
し
、
五
月
中
に
嘉
名
の
事
務
部
門
定
員
を
充
足
し
、
六
月
一
日
に
松
山
市
公

会
堂
（
萱
町
）
を
借
り
受
け
て
仮
校
舎
と
し
、
十
七
名
の
教
職
員
を
揃
え
、
七
月
六
日
よ
り
第
一
回
入
学
試
験
を
松
山
中
学
校
校
舎
で
実

施
し
、
全
国
か
ら
の
志
願
者
九
八
六
名
の
中
よ
り
定
員
一
六
〇
名
（
文
科
・
理
科
そ
れ
ぞ
れ
甲
・
乙
の
四
学
級
）
を
決
定
し
、
二
階
建
て

松
山
市
公
会
堂
の
仮
校
舎
内
部
に
、
四
教
室
、
教
官
室
、
校
長
室
、
事
務
室
、
講
堂
兼
図
書
室
を
設
け
た
。
更
に
、
九
月
一
日
制
定
の
「
松

山
高
等
学
校
規
則
」
第
二
四
条
「
新
入
生
は
総
て
こ
れ
を
寄
宿
舎
に
収
容
す
」
を
実
施
す
る
た
め
、
市
内
古
町
の
松
山
藩
主
菩
提
寺
大
林

寺
を
借
り
受
け
た
。
か
く
し
て
大
正
八
年
九
月
十
一
日
に
第
一
回
入
学
式
が
行
わ
れ
、
翌
十
二
日
か
ら
第
一
学
期
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

五



＝
ハ

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
山
高
等
学
校
の
船
出
は
決
し
て
順
調
で
は
な
か
っ
た
。

　
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
高
校
設
立
は
国
が
決
め
た
も
の
の
、
設
立
経
費
は
地
元
負
担
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
学
校
用
地
は
地
元
の
寄
付
に

よ
り
、
設
立
の
総
経
費
は
七
十
五
万
六
千
二
百
円
だ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
愛
媛
県
の
官
民
か
ら
の
寄
付
で
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
『
海
南
新
聞
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
愛
媛
県
に
高
校
新
設
内
定
段
階
の
大
正
七
年
五
月
八
日
、
「
高
等
学
校
建
設
に
対
す
る
本
県
よ
り

の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
六
日
午
後
三
時
置
り
県
公
会
堂
に
於
い
て
高
校
期
成
委
員
会
を
開
き
た
る
旨
は
既
報
の
通
り
な
る
が
、
本
県
よ
り

の
寄
付
額
は
約
六
十
萬
円
に
し
て
内
四
十
萬
円
は
松
山
市
付
近
を
除
き
た
る
県
内
外
有
志
の
寄
付
。
十
萬
円
は
松
山
市
及
び
付
近
郡
部
の

寄
付
に
待
つ
こ
と
と
し
、
残
額
は
県
よ
り
支
出
す
る
よ
う
内
定
を
遂
げ
」
、
五
月
三
十
日
に
は
、
「
高
等
学
校
設
置
に
就
き
松
山
市
に
於
い

て
七
萬
五
千
円
の
寄
付
負
担
を
受
け
た
る
こ
と
は
既
報
の
如
く
に
し
て
、
市
会
議
員
一
同
は
協
力
し
て
寄
付
勧
誘
衝
に
当
た
る
こ
と
と
な

れ
る
が
、
之
に
関
し
更
に
高
等
学
校
創
設
援
助
会
を
設
立
せ
ん
と
の
長
井
市
長
の
発
案
に
よ
り
二
十
九
日
の
市
会
閉
会
後
一
時
間
余
に
亘

り
協
議
の
結
果
い
よ
い
よ
左
記
八
戸
条
の
規
定
を
承
認
し
着
々
そ
の
歩
を
進
む
る
こ
と
と
な
れ
り
」
と
順
調
に
進
む
か
に
見
え
た
が
、
翌

八
年
六
月
、
高
校
受
験
者
の
数
も
発
表
さ
れ
た
と
い
う
の
に
、
二
十
四
日
、
松
山
市
は
「
寄
付
い
よ
い
よ
行
詰
ま
り
」
の
見
出
し
が
出
て

い
る
。
募
金
活
動
は
な
か
な
か
難
航
し
た
よ
う
で
、
新
設
高
等
学
校
の
船
出
は
経
済
的
に
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
由
比
質
校
長
は
い
か
な
る
校
風
を
目
指
し
、
ま
た
全
国
か
ら
集
ま
り
寄
宿
舎
生
活
に
入
っ
た
一
六
〇
人
の
若
者
た
ち
は
、
い
か

な
る
勉
学
を
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
回
入
学
式
の
と
き
、
壇
上
に
立
っ
た
由
比
校
長
は
次
の
よ
う
な
訓
辞
を
し
た
と
い
う
。
「
諸
君

は
高
等
学
校
に
入
学
し
た
以
上
将
来
国
士
と
な
る
べ
き
者
だ
。
私
は
諸
君
を
国
士
を
も
っ
て
待
遇
す
る
。
諸
君
は
国
士
を
も
っ
て
任
じ
な

け
れ
ば
な
与
な
い
か
ら
万
事
束
縛
な
く
自
由
に
事
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
自
分
の
行
動
に
対
し
て
は
責
任
を
飽
く
ま
で
も
も
た

　
　
　
　
　
　
〔
1
9
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
「
我
が
松
山
高
等
学
校
の
初
代
校
長
由
比
先
生
は
、
土
佐
出
身
の
豪
毅
で
闊
達
な
方
で
あ
っ
た
。
既
に
五
高
、
三
高
の
教
授
を
歴
任
し



て
、
高
等
学
校
の
教
育
に
つ
い
て
は
深
い
経
験
と
高
い
識
見
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
こ
の
機
会
に
南
海
の
新
天
地
に
自
分
の
理
想
と
す
る
高

等
学
校
を
作
り
上
げ
る
べ
く
、
信
念
と
情
熱
を
以
っ
て
足
高
の
運
営
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
ず
傘
下
に
は
立
派
な
才
能
が

あ
り
な
が
ら
天
下
に
志
を
得
て
い
な
い
異
色
あ
る
俊
英
な
教
授
連
を
集
め
ら
れ
、
全
国
各
地
か
ら
入
学
し
た
青
年
学
徒
に
は
徒
に
点
取
り

虫
に
な
ら
ず
、
真
に
社
会
に
役
立
つ
立
派
な
人
材
と
な
る
よ
う
に
訓
育
さ
れ
て
、
自
由
で
友
情
に
富
み
進
取
的
で
男
性
的
な
校
風
を
養
わ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
嵩
高
ユ
ー
バ
ア
ル
レ
ス
」
の
標
語
を
掲
げ
、
新
設
と
い
え
ど
も
何
処
に
も
勝
る
高
等
学
校
を
目
指
さ
れ
た

　
　
　
〔
2
0
）

の
で
あ
っ
た
。
」
こ
れ
は
あ
る
第
一
期
生
の
記
憶
に
残
る
由
比
校
長
像
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
一
ヶ
月
も
経
た
ぬ
十
月
初
め
に
、
羽
目
を
は
ず
し
た
学
生
た
ち
が
夜
な
夜
な
デ
カ
ン
シ
ョ
節
を
放
吟
し
て
世
間
の
ひ
ん
し
ゅ

く
を
買
い
、
新
聞
の
記
事
に
も
な
る
騒
動
が
起
こ
っ
た
。
「
私
た
ち
第
一
回
生
の
場
合
は
、
四
国
に
初
め
て
出
来
だ
最
高
学
府
の
学
生
で

あ
る
と
の
自
負
か
ら
、
天
に
も
昇
る
意
気
を
も
っ
て
深
夜
の
市
中
を
ス
ト
ー
ム
す
る
な
ど
、
静
か
な
松
山
の
市
民
を
震
撚
さ
せ
、
新
聞
は

「
高
等
学
校
で
は
な
い
放
蕩
学
校
だ
」
と
ま
で
書
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
由
比
校
長
は
私
た
ち
青
年
学
徒
の
気
持
ち
を
よ
く
汲
ま
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
1
）

剛
腹
な
性
格
で
善
処
さ
れ
、
私
た
ち
が
自
由
な
活
気
あ
る
校
風
の
下
に
伸
び
伸
び
と
成
長
す
る
よ
う
訓
育
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
」

　
何
も
か
も
借
り
物
づ
く
し
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
日
も
早
く
校
舎
を
建
て
、
学
生
寮
も
建
て
、

図
書
室
も
整
え
、
図
書
も
充
実
さ
せ
て
、
学
生
た
ち
を
勉
学
に
集
中
さ
せ
て
や
り
た
い
由
比
校
長
の
思
い
を
誰
が
知
る
で
あ
ろ
う
。
学
校

予
算
に
余
裕
の
あ
る
は
ず
が
な
い
。
図
書
予
算
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
仮
校
舎
の
図
書
室
に
は
い
っ
た
い
何
冊
の
書
物
が
準
備
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

一
七



八

二
、
松
山
高
等
学
校
に
届
い
た
「
寄
贈
図
書
」

　
由
比
校
長
が
陸
軍
次
官
に
図
書
寄
贈
の
情
願
書
を
書
い
た
の
は
、
高
校
創
立
一
年
を
ま
ち
か
に
し
た
大
正
九
年
七
月
九
日
だ
っ
た
。
そ

れ
は
、
持
田
に
新
校
舎
が
完
成
し
、
八
月
二
十
三
日
に
公
会
堂
の
仮
校
舎
か
ら
引
越
し
を
す
る
目
前
で
あ
り
、
九
月
一
日
に
は
二
回
目
の

入
学
式
を
迎
え
て
総
数
三
一
六
名
の
学
生
た
ち
と
な
る
日
が
迫
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
「
図
書
の
種
類
は
和
漢
洋
そ
の
専
門
等
量
等
何

れ
に
て
も
よ
ろ
し
ぐ
」
、
ま
た
「
欲
張
り
」
を
言
う
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
「
一
部
に
て
も
多
数
を
希
望
い
た
し
候
」
と
校
長
は
書
い
た
。
嘗

て
の
面
識
を
頼
り
に
、
同
じ
日
に
二
通
も
の
書
簡
を
、
同
じ
陸
軍
次
官
に
書
い
た
。
こ
れ
に
対
す
る
陸
軍
次
官
の
返
事
は
、
「
あ
る
程
度

ま
で
は
ご
希
望
に
応
じ
得
る
」
と
し
て
、
．
そ
の
予
定
は
「
五
二
一
二
冊
」
で
あ
っ
た
。

　
待
望
の
図
書
が
学
校
に
届
い
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
大
正
十
一
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
愛
媛
大
学
図
書
館
に
残
る
『
松
山
高

等
学
校
図
書
館
寄
贈
図
書
登
録
原
簿
』
に
は
、
九
月
八
日
付
寄
贈
者
名
「
＝
①
巴
ρ
§
①
話
亀
目
9
。
ヨ
α
q
一
鋤
。
」
と
記
入
し
て
あ
り
、
冊
数
は
「
三

八
四
冊
」
で
あ
っ
た
。
二
年
前
の
予
定
数
よ
り
百
冊
以
上
減
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
大
正
九
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
水
戸
、
山

形
、
佐
賀
の
三
高
等
学
校
が
、
新
た
な
寄
贈
先
と
し
て
追
加
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
三
校
が
何
冊
寄
贈
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
初
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
十
二
高
等
学
校
か
ら
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
、
全
十
五
校
の
冊
数
が
「
同
一
程
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に
な
る
よ
う
に
分
配
し
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。



三
、
　
由
比
校
長
の
礼
状

　
由
比
校
長
は
、
寄
贈
図
書
の
届
い
た
一
ヵ
月
後
の
十

月
十
一
日
、
山
梨
半
造
宛
に
礼
状
を
書
い
て
い
る
（
写

真
4
）
。

受
領
番
号
「
第
＝
二
一
二
五
号
　
其
二
」
「
十
月
十
六
日
」

　
　
　
大
正
十
一
年
十
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
高
等
学
校
長
　
由
比
　
質

　
　
　
陸
軍
大
臣
　
山
梨
半
造
殿

の真傳

拝
復
　
時
下
益
々
御
清
穆
ノ
段
幸
慶
ヲ
賀
シ
候
然
レ
バ
日
独
戦
役
記
念
ノ
為
青
島
守
備
軍
司
令
部
二
野
テ
歯
獲
サ
レ

タ
ル
書
籍
中
左
記
ノ
モ
ノ
同
司
令
部
ヨ
リ
此
程
当
校
へ
御
寄
贈
下
サ
レ
候
段
本
校
ノ
為
幸
慶
ノ
至
り
ト
幸
存
シ
候
。

本
件
二
関
シ
テ
ハ
種
々
御
斡
旋
下
サ
レ
今
日
ア
ル
ヲ
将
二
御
厚
意
ト
有
難
ク
幸
ヲ
深
謝
致
候
。
右
書
籍
気
組
ク
本
校

二
保
存
ノ
上
研
究
ノ
資
料
二
塁
ス
ベ
ク
候
。
先
刻
略
儀
ナ
ガ
ラ
御
礼
申
シ
述
度
斯
如
ク
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
旦
ハ

「
日
送
戦
役
記
念
ノ
為
青
島
守
備
軍
司
令
部
二
於
テ
歯
獲
サ
レ
タ
ル
書
籍
中
左
記
ノ
モ
ノ
同
司
令
部
ヨ
リ
此
程
当
校
へ
御
寄
贈
下
サ
レ

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

候
段
本
校
ノ
為
幸
慶
ノ
至
り
ト
土
量
シ
候
」
。
青
島
守
備
軍
司
令
部
（
司
令
官
は
実
兄
由
比
光
衛
陸
軍
大
将
）
か
ら
届
い
た
こ
の
歯
獲
寄

贈
書
籍
に
対
し
、
由
比
校
長
は
、
す
で
に
陸
軍
大
臣
と
な
っ
て
い
た
山
梨
半
造
に
礼
状
を
書
い
た
。
寄
贈
主
は
青
島
守
備
軍
司
令
部
で
あ

る
か
ら
、
司
令
官
た
る
由
比
光
衛
宛
に
礼
状
を
書
い
た
か
ど
う
か
、
そ
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
由
比
校
長
は
山
梨
半
造
に
頼
ん
だ
の

だ
か
ら
、
彼
に
礼
状
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
東
京
帝
国
大
学
総
長
と
東
北
帝
国
大
学
総
長
は
、
日
鴬
遷
争
終
結
後
日
本
軍
が
ド
イ
ツ
図

書
を
歯
返
し
た
こ
と
を
、
い
ち
早
く
知
っ
て
い
た
。
東
北
帝
大
総
長
は
大
正
四
年
十
二
月
に
青
島
守
備
軍
司
令
部
差
歯
獲
書
籍
分
与
の
書

簡
を
出
し
て
い
る
。
早
す
ぎ
る
程
の
行
動
で
あ
る
。
し
か
し
由
比
質
が
歯
獲
図
書
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
彼
が
松
山
高
等
学
校
初
代
校

長
に
赴
任
し
た
後
、
学
校
の
図
書
が
な
い
に
等
し
い
状
態
の
な
か
で
思
案
に
暮
れ
て
い
た
と
き
、
大
量
の
歯
獲
書
籍
を
保
管
し
て
い
る
守

備
軍
の
司
令
官
に
な
っ
た
兄
か
ら
の
情
報
に
違
い
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
九
年
に
入
っ
て
か
ら
司
令
部
が
「
分

配
表
」
を
作
成
し
、
寄
贈
先
に
は
高
等
学
校
を
す
べ
て
入
れ
た
。
し
か
し
陸
軍
省
は
寄
贈
先
の
検
討
に
手
間
取
っ
て
い
た
。
こ
の
事
を
兄

は
弟
に
伝
え
た
砂
で
は
な
か
ろ
う
か
。
由
比
光
衛
は
私
利
私
欲
に
悟
然
と
し
て
公
私
の
別
に
は
厳
し
か
っ
た
が
、
ま
た
子
沢
山
の
最
高
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

家
庭
の
面
倒
を
よ
く
み
て
や
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
陸
軍
省
の
行
動
に
は
守
備
軍
司
令
官
と
言
え
ど
も
口
を
挟
む
ご
と
は
出
来

な
い
。
弟
に
嘆
願
書
を
書
く
よ
う
勧
め
た
の
は
兄
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
陸
軍
大
臣
宛
に
で
は
な
く
、
か
つ
て
弟
を
引
き
合
わ
せ
た
こ

と
の
あ
っ
た
陸
軍
大
学
校
の
学
友
で
も
あ
る
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
宛
に
書
く
こ
と
も
。
届
い
た
書
籍
数
は
予
定
よ
り
か
な
り
減
ら
さ
れ
て

い
た
に
し
て
も
、
発
足
後
間
も
な
く
、
図
書
を
待
ち
望
む
大
勢
の
学
生
達
を
抱
え
て
い
た
校
長
の
由
比
に
す
れ
ば
、
努
力
の
甲
斐
が
あ
っ

た
喜
び
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
本
件
二
関
シ
テ
ハ
種
々
御
斡
旋
下
サ
レ
今
日
ア
ル
ヲ
将
二
御
厚
意
ト
二
心
ク
幸
ヲ
深
謝
致
候
」

　
青
島
か
ら
届
い
た
ド
イ
ツ
書
籍
は
、
現
在
愛
媛
大
学
図
書
館
の
松
山
高
等
学
校
図
書
書
庫
に
静
か
に
眠
っ
て
い
る
（
写
真
5
）
。
「
右
書

惨
殺
永
ク
本
校
二
保
存
ノ
上
研
究
ノ
資
料
二
供
ス
ベ
ク
候
」
由
比
校
長
の
言
葉
は
、
決
し
て
社
交
辞
令
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
校
長
に
任

命
さ
れ
て
初
め
て
松
山
に
来
た
と
き
、
県
庁
で
記
者
達
に
語
っ
て
い
る
。
「
松
山
に
出
来
る
と
す
れ
ば
、
愛
媛
県
否
四
国
の
高
等
教
育
が



普
及
さ
れ
る
訳
で
」
、
「
四
国
大
学
も
設
立
す
る
と
い
う
按
配
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。
」
（
『
海
南
新
聞
』
大
正
八
年
四
月
三
十
日
）

土
佐
出
身
の
彼
と
し
て
は
将
来
の
姿
を
大
き
く
四
国
大
学
と
表

現
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
松
山
高
等
学
校
は
愛
媛
大
学
に
発
展

継
承
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
由
比
校
長
の
言
葉
通
り
、
寄
贈
図
書

は
永
く
保
存
さ
れ
研
究
の
資
料
と
し
て
役
に
立
っ
た
。
ド
イ
ツ

書
籍
も
大
学
図
書
館
へ
移
籍
し
、
そ
の
一
部
は
文
理
学
部
独
文

研
究
室
へ
移
っ
た
。
私
の
研
究
室
に
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
．
ラ

ー
ベ
の
『
作
品
集
』
二
冊
は
、
か
く
し
て
法
文
学
部
独
文
研
究

室
に
引
き
継
が
れ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
由
比
質
松
山
高
等
学
校
初
代
校
長
は
、
松
山
に
永
住
す
る
つ

も
り
で
新
居
を
構
え
た
が
、
そ
の
直
後
の
大
正
十
四
年
四
月
、

年
後
、

の真傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
高
等
学
校
造
出
館
長
（
鹿
児
島
）
へ
転
任
の
命
が
下
り
、
そ
し
て
六

　
　
　
昭
和
五
年
四
月
、
講
演
中
に
突
然
倒
れ
四
月
七
日
に
他
界
し
た
。
享
年
六
十
歳
で
あ
っ
た
。

　
兄
の
由
比
光
衛
陸
軍
大
将
は
、
大
正
十
一
年
十
二
月
に
青
島
守
備
軍
司
令
官
を
退
い
た
後
、
陸
軍
参
議
官
と
な
り
、
翌
十
二
年
待
命
、

予
備
役
に
入
っ
た
が
、
二
年
後
の
大
正
十
四
年
九
月
、
六
十
六
歳
で
世
を
去
っ
た
。

　
ま
た
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
は
、
大
正
十
年
六
月
原
内
閣
の
陸
軍
大
臣
に
就
任
、
そ
の
後
は
軍
事
参
議
官
、
大
正
十
四
年
に
は
予
備
役
に

編
入
さ
れ
た
。
昭
和
二
年
朝
鮮
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
二
年
足
ら
ず
で
辞
職
し
、
以
後
は
公
職
に
就
か
ず
、
昭
和
十
九
年
七
月
、
八
十

一
歳
で
没
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

二
一



二
二

　
注

（
！
）
．
愛
媛
に
お
け
る
尊
母
関
係
史
1
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
　
人
文
学
科
編

　
　
第
十
七
号
（
平
成
十
六
年
九
月
）
四
頁
参
照
。
（
以
後
「
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
」
と
略
す
）

（
2
）
　
「
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
」
の
第
一
章
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
三
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
　
前
掲
書
　
五
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
　
前
掲
書
　
八
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
　
『
大
正
八
年
以
降
青
島
歯
獲
書
籍
二
関
ス
ル
件
』
（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
蔵
）

（
6
）
　
「
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
」
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
7
）
　
前
掲
書
　
一
九
頁
参
照
。

（
8
）
前
掲
書
　
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
9
）
　
『
稿
本
鴨
田
地
区
史
　
人
物
編
三
』
広
田
貞
喜
・
甲
藤
勇
編
集
発
行
（
昭
和
四
十
四
年
九
月
）
一
〇
～
一
四
頁
「
令
名
高
き
教
育
家
由
比
質
」
参
照
。

（
1
0
）
　
『
松
山
高
等
学
校
創
立
六
十
五
周
年
記
念
　
真
善
美
』
松
山
高
等
学
校
同
窓
会
発
行
（
昭
和
五
十
九
年
中
月
八
日
）
九
二
～
九
四
頁
、
「
亡
父
由
比
質
の

　
　
こ
と
」
（
由
比
直
一
・
二
回
理
甲
）
参
照
。

（
1
1
）
　
『
稿
本
鴨
田
地
区
史
　
人
物
編
三
』
二
～
一
〇
頁
「
遥
々
大
将
の
声
　
由
比
光
衛
」
参
照
。

（
1
2
）
　
「
日
露
戦
争
戦
闘
序
列
　
陸
軍
編
」
鎖
℃
…
耳
℃
気
＼
ぎ
日
①
冨
α
q
o
一
．
口
試
図
．
8
日
涛
蕾
げ
鎮
爵
①
＼
ニ
オ
爵
巴
α
q
§
－
竹
田
。
葺
巨
参
照
。

（
1
3
）
　
「
歴
代
青
島
守
備
軍
司
令
官
」
高
知
大
学
　
瀬
戸
武
彦
作
成
　
缶
℃
；
唇
∴
＼
＼
ぎ
ヨ
。
B
α
q
。
ω
巳
冴
■
8
ヨ
＼
鋳
陣
α
Q
鉾
諜
①
8
卜
巨
巨
参
照
。

（
1
4
）
　
『
日
本
近
現
代
人
名
辞
典
』
臼
井
勝
美
他
編
　
吉
川
弘
文
館
　
（
平
成
十
三
年
）
＝
〇
九
頁
以
下
参
照
。

（
1
5
）
　
「
陸
軍
大
学
校
卒
業
者
数
及
び
主
席
卒
業
者
一
覧
（
一
期
～
二
十
期
）
＝
℃
“
ず
唇
　
＼
＼
≦
廼
≦
b
。
．
妻
σ
。
。
．
言
寿
＼
目
。
。
－
α
げ
＼
o
ヨ
9
講
卜
。
O
ユ
聾
邸
＼
時
g
σ
q
目
ム
臥
α
q
爵
巳
巨
巨

　
参
照
。

（
1
6
）
　
注
（
1
2
）
参
照
。

（
1
7
）
　
『
青
島
戦
記
』
山
口
信
雄
著
　
大
阪
朝
日
新
聞
社
（
大
正
四
年
一
月
半
一
五
三
頁
参
照
。



（
1
8
）
　
『
松
山
高
等
学
校
創
立
六
十
五
周
年
記
念

　
曲
豆
幸
・
二
十
九
回
文
甲
）
参
照
。

真
善
美
』
松
山
高
等
学
校
同
窓
会
発
行
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
八
日
）
二
頁
以
下
、
「
松
岸
創
世
記
」
（
島
津

（
1
9
）
　
前
掲
書
五
頁
参
照
。

（
2
0
）
前
掲
書
五
八
頁
「
第
一
回
生
の
感
激
」
（
壇
野
冨
士
雄
二
回
文
語
）
参
照
。

（
2
1
）
右
同
所
。

（
2
2
）
　
「
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
前
）
」
二
〇
頁
参
照
。

（
2
3
）
　
金
沢
大
学
の
志
村
恵
氏
が
行
っ
た
歯
獲
書
籍
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
等
学
校
で
わ
か
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
言
う
と
、
新
潟
高
等
学
校
に
三
二
八
冊
寄

　
贈
（
分
配
表
で
は
四
八
九
冊
だ
っ
た
）
。
、
第
四
高
等
学
校
（
金
沢
）
に
三
五
七
冊
寄
贈
（
分
配
表
で
は
三
八
八
冊
）
、
松
本
高
等
学
校
に
三
三
七
冊
寄
贈

　
　
（
分
配
表
で
は
四
二
七
冊
）
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
追
加
さ
れ
た
水
戸
、
山
形
、
佐
賀
三
校
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
志
村
恵
「
日
独
戦

　
争
と
青
島
土
研
書
籍
」
（
金
沢
大
学
独
文
学
研
究
会
『
独
文
研
究
室
報
』
第
十
八
号
　
二
〇
〇
二
年
三
月
三
十
　
日
発
行
、
二
六
頁
以
下
参
照
。

（
2
4
）
　
注
（
1
1
）
六
頁
参
照
。

最
後
に
、
由
比
兄
弟
に
関
す
る
資
料
を
頂
い
た
高
知
大
学
の
瀬
戸
武
彦
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
媛
に
お
け
る
日
独
関
係
史
「
青
島
守
備
軍
司
令
部
」
寄
贈
ド
イ
ツ
図
書
と
旧
制
松
山
高
等
学
校
（
後
）

二
三


